


















　主な論文や著作に『自動アーカイブシステムを目的とした動画像の質的評価のモデル化』

『「XR」の新しい視覚メディアとしてのコンテンツ産業の可能性』『メディア・リテラシー

（2008、静岡学術出版）』などがある。また、『リトル・マエストラ』『２０歳のソウル』

などの映画制作にも技術担当として関わる。





　音を研究対象とした「音情報処理」は音響学を基盤に、心理学や生理学、近年では計算

機科学など多くの分野を取り込んで発展したため、その応用技術は広範囲に渡っている。

今回は、アナログ情報をデジタル情報に変換してデータを操作する信号処理と、データに

潜んでいるルールやパターンを発見する機械学習の技術を中心とした音情報処理の研究事

例を紹介する。










